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人口の動き

10月 1日現在 前月比

人口計 6 3.7 7 6 +123 
男 30.6 4 0 + 50 
女 33.1 3 6 + 73 
世帯数 1 7.6 7 2 + 49 
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〈椿啓子さん)

さあー

ガンバッテ

大村市身体障害者団体連合会 (福田熊重会

長)の第6回スポーツ大会が11月5日.秋晴
れの市営陸上競技場に約 400人が参加して行
われました。

乙の大会は、 身障者の皆さんが心と心を結

びあい、スポーツによって健康に、また、 自

力更正につとめようと毎年行っているもので

車椅子競走など多彩な種目でにぎわいました

なお、 開会式で.長野県松本市で開催され

た第14回全国身障者スポーツ大会で、アーチ
ェリーとスラロームの2種目に優勝した椿啓

子さん(パーJレハイム勤務)にスポーツ功労

者賞が同連合会から贈られました。
身体障害者スポーツ大会
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と

じ

て

く

だ

守。
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火災の発生しやすい季節

おおむ市政だより昭和53年11月15日
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「それぞれの持場で一「

」一生かせ、火の用心ご」

六
分
に
一
件
の
割
合
で
火
災
が

発
生
し
、
一
日
に
六
人
が
焼
死
、

二
十
七
人
が
負
傷
'i
l
こ
れ
が
、

火

今
年
一
月

t
六
月
の
，
火
災
発
生

ぺ
l
ス
4

(

全
国
)
で
す
。

火
災
の
発
生
原
因
は
、
相
変
わ

ら
ず
「
た
ば
乙
」
が
第
一
位
を
占

め
、
死
傷
者
で
は
、
老
人
と
子
供

の
増
加
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

十
二
月
二
日
ま
で
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で

も
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
意

識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
火

災
か
ら
尊
い
人
命
や
財
産
を
守
り

ま也、，レょ・つ。

〔
重
点
実
施
目
標
〕

O
幼
児
、
老
人
、
身
体
障
害
者
な

ど
の
焼
死
事
故
防
止
対
策
の
強

uvu --
O
パ

l
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅
館
、

雑
居
ビ
ル
な
ど
の
防
火
管
理
体

制
の
強
化

p

聞
a掴
掴
掴
翻
闘
圃
・
・

寡

婦

犯

人

を

表

彰

…

一
匝
隈
野
駅
制輔
酒
量
園
調
組

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
一

圃

-
-
Faaaa田
園
田
司

i:セコ量
.

司
掴向

調
嗣hhFf
h¥

盤

国

市
は
十
月
一
干
九
市
の
マ

l
ク
入
り
の
金
杯
を
贈
り
一

…

E語
審

齢

吋

九

脳

圃

・

目

、

市

民

体

育

館

に

表

彰

し

ま

し

た

。

一

----田
監品開旬、ト
J
・
・
園
周
回
永
年
未
亡
人
と
し
て
乙
れ
に
対
し
池
田
一

T
E
t

--哩ョ
a医
際脳同ト一
A
悶
悶
園
理
一
家
を
支
え
子
供
の
山
君
枝
さ
ん
が
被
表
彰
者
を
代
表
J

…

圃

匹

、

d
富

島

島

国

園

田
置
養
育
を
今
っ
し
社
会
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
母
子
ス
ポ
l
v

・
-
司

SFL
EE---・
・
・
に
貢
献
さ
れ
た
寡
婦
ツ
大
会
に
参
加
し
た
約
五
百
人
の
A

-
P
E

・E・--・4
J三十
九
人
を
号
、
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

J

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

日
/
お
3
M
M
/
2

O
地
域
v

ぐ
る
み
の
防
火
協
力
体
制

の
確
立

以
上
の
よ
う
な
目
標
を
か
か
げ

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

家
族
や
隣
り
近
所
で
も
火
災
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
話
し
合
う
と

と
も
に
、
初
期
消
火
の
訓
練
を
行

いま
F
レ
よ
'
っ
。

特
に
、
一
人
暮
し
の
老
人
や
幼

児
な
ど
に
対
す
る
隣
り
近
所
の
防

火
協
力
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま

ーレよ'つ。

な
お
、
町
内
会
、
婦
人
会
な
ど

で
防
火
座
談
会
や
映
写
会
、
消
火

実
験
な
ど
さ
れ
る
場
合
、
消
防
署

員
が
出
向
い
て
指
導
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ど
連
絡
下
さ
い
。

。
サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し

ま
す

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
毎
日

午
後
八
時
を
消
防
時
間
と
定
め
、

サ
イ
レ
ン
を
一
分
間
な
ら
し
ま
す

そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で

『火
の
元

の
点
検
』
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
六
日
の
午

前
八
時
に
消
防
演
習
招
集
サ
イ
レ

ン
(
十
五
秒
吹
鳴
l
六
秒
休
止
l

十
五
秒
吹
鳴
)
を
な
ら
し
ま
す
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

国
様
相
で

す

か

ご

存

じ

健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
で
す

か
ら
、
保
険
税
は
当
然
そ
の
時

か
ら
納
め
て
い
た
だ
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

会
社
の
健
康
保
険
を
や
め
た

時
は
、
た
だ
ち
に
国
保
係
へ
届

け
出
て
下
さ
い
。

な
お
、
届
け
出
の
際
は
、
会

社
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明

書
と
印
鑑
を
ど
持
参
下
さ
い
。

の

相
吾火
iI!X. 

[ま

8
月
に
会
社
を
や
め
た

の
で
す
が
、
国
保
の
届

け
出
を
う
っ
か
り
し
て

い
て
、
刊
月
に
な
っ
て

手
続
き
を
し
ま
し
た
。

こ
の
場
合
、
保
険
税
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
。

乙
の
場
合
の
よ
う
に
、
十
一

月
に
な
っ
て
手
続
き
を
し
た
ら

過
去
三
カ
月
分
の
保
険
税
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
問
、
一
度
も
お
医
者
さ

ん
に
か
か
っ
て
い
な
い
の
に
、

保
険
税
だ
け
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
疑
問
を
お
も
ち
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
あ
な
た
の
国
保
の
被

保
険
者
と
し
て
の
資
格
が
発
生

し
た
の
は
、
加
入
居
の
手
続
き

を
し
た
時
で
は
な
く
、
会
社
の

各

地

区

農

協

支

所

長

さ

ん

品
町
砂
降
晶
可
@
@

農

家

の

花

嫁

(

婿

)

ま

た

は

農

業

委

員

さ

ん

r、
ど

う

ぞ

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

街
の
顔
で
す

心

で

す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

8
地
区
で
市
政
懇
談
会

グ
市
民
の
ナ
マ
の
声
を
聞
き
、

市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
グ
と
の
趣

旨
の
も
と
に
、
高
木
市
長
ほ
か
関

係
部
課
長
が
出
席
し
て
、
市
内
八

地
区
の
住
民
セ
ン
タ
ー
、
農
協
支

所
な
ど
(
大
村
地
区
は
市
役
所
第

一
会
議
室
)
を
会
場
に
あ
て
、

各

地
区
と
も
三
時
間
に
わ
た
っ
て
、

熱
心
に
市
政
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
し
た
。

最
初
の
会
は
十
月
六
日
の
鈴
田

地
区
で
、
十
一
月
七
日
の
大
村
地

区
で
終
了
し
ま
し
た
。

参
集
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
日
頃

市
政
運
営
な
ど
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
町
内
会
長
さ
ん
を
が
核
d

と
し
て
、
青
年
団
、
婦
人
会
、
地

区
商
工
団
体
の
代
表
の
皆
さ
ん
で

八
地
区
で
出
席
さ
れ
た
人
数
は
、

三
百
人
を
乙
え
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
に
、
高
木
市
長
か
ら

新
幹
線
の
早
期
実
現
、

国
際
空
港

化
、
高
速
道
路
の
問
題
な
ど
、
県

央
地
区
の
交
通
の
要
衝
と
な
る
大

村
市
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
は
じ
め
、

健

康
で
明
る
い
市
民
づ
く
り
の
構
想

jjfty知kS鞭鰯;
司厚 ぞ う す _.， 司・IIWIII島長覇市型

三金量-~~
-島~.. ...... .. 圃・・・・E ・・・・・・・・・・!':" .~ 吋 Z 

.~・
目指Ü~lI 白昼蝦
朝十の 23ン
か月皆官ズ大
ら十さ歪ク村 占
、四ん 玄 ララ ノJ

交日は苔ブイ
:通早、 5 オ i 

いる い域事 → 
たも乙まの故 ノ
鏡 のれしカ防 →ー
面ではた!止 J、、
も 、 、 。プの +・牛 、
きほ 毎 ミた ""J 
れ ζ 年ラめ=フ
いり 実 I Iζ -/ :: 

i5z警 2生ィ l
;;if Z Eオを:

v 、ー 日十ン、占三

さがた -，- i円三
ん、のお。 ノ、
のい 破 願 ? 事芸 7
ごた 損 い /']J川』
協ずが
力ら 多最 弓
をしく近 ' 
おなな、 i. 
願 いつカ
いよて l
しういブ 三

ま、ま
す皆すラ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

や
他
市
よ
り
恵
ま
れ
て
い
る
福
祉

施
策
、
ま
た
、
下
水
道
布
設
に
よ

る
生
活
環
境
の
整
備
・
充
実
な
ど

グ
明
日
へ
の
大
村
市
づ
く
り
ρ

に

つ
い
て
挨
拶
が
あ
り
、
各
地
区
か

ら
提
案
さ
れ
た
議
題
を
中
心
に
、

市
長
・
部
課
長
と
の
質
疑
が
か
わ

ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
に
害
虫
発
生

早
自
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う

防
風
垣
と
し
て
植
え
て
あ
る
ヒ

ノ
キ
、
ス
ギ
の
枯
れ
て
い
る
の
が

市
内
の
あ
ち
乙
ち
で
目
立
っ
て
い

ま
す
が
、
乙
れ
は
マ
ツ
ダ
ク
ロ
ホ

シ
タ
マ
ム
シ
に
よ
る
被
害
と
思
わ

れ
ま
す
。

乙
の
害
虫
は
、
九
月
か
ら
十
一

月
頃
に
日
当
り
の
良
い
所
や
伐
採

し
て
急
に
日
当
り
が
良
く
な
っ
た

所
に
発
生
し
ま
す
。

さ
れ
、

各
地
区
と
も
建
設
的
な
、

し
か
も
良
心
的
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
各
地
区
共
通
の
要
望
は
、

道
路
の
整
備
‘
社
会
体
育

(
運
動

場
の
増
設
な
ど
)
の
充
実
、

。コ
ミ

処
理
(
不
燃
物
)
な
ど
で
し
た
。

害
虫
が
材
と
皮
と
の
聞
に
産
卵

す
る
と
、
し
だ
い
に
ヤ
ニ
が
出
て

そ
の
後
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

駆
除
方
法
と
し
て
は
、
被
害
木

を
伐
倒
し
、
剥
皮
す
る
と
幼
虫
は

死
に
ま
す
。

放
置
す
る
と
翌
年
五
月
頃
ふ
化

し
、
他
の
木
に
産
卵
し
ま
す
の
で

早
自
に
駆
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

新
町
名
町
界
図
を
作
成

実

費

で

頒

布

し

ま

す

町
名
町
界
整
理
を
行
っ
た
竹
松

地
区
、
西
大
村
地
区
の
新
町
名
町

界
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

実
費
で
頒
布
し
ま
す
の
で
、
町

名
町
界
整
理
室
へ
お
申
込
み
下
さ

規い
格

縮
尺
タ
テ

一
万
分
の
一

八
五
冊

ヨ
コ
八
九
・
五
側

頒
布
価
格
一
部
二
百
二
十
円
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

教
育
功
労
者
を
表
彰

水
主
町
公
民
館
ほ
か

十
一
月

一
日

市
役
所
第

一
会

議
室
で
教
育
功

労
者
の
表
彰
式

が
あ
り
、
本
市

の
教
育
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
人

と
団
体
、
永
年

に
わ
た
り
教
育

に
専
念
さ
れ
た

人
な
ど
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

〔
表
彰
者
〕

マ
水
主
町
公
民
館

マ
大
村
湾
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部

マ
ひ
さ
ご
会

マ
喜
多
正
雄
さ
ん

マ
梶
山
ミ
ス
エ
さ
ん

マ
(
故
)
田
中
正
賓
さ
ん

マ
山
田
伊
勢
吉
さ
ん

マ
山
崎
淳
佐
さ
ん

マ
山
田
憲
夫
さ
ん

マ
佐
藤
文
治
さ
ん

マ
平

野

力

さ

ん

マ
喜
々
津
久
之
さ
ん

マ
金
原
ヨ
ネ
子
さ
ん

マ
岸
川
美
恵
子
さ
ん

マ
藤
原
春
子
さ
ん

マ
久
田
泰
徳
さ
ん

マ
原
口
範
彦
さ
ん

一一--歴史のある私たちの町一一一一 I

I 一一文化財を大切にしよう-

O 
を 寺旧指 で史
は庭 円 定は跡
じ 園融の国類

め、

県

指
定
の

?山"" ".'、，‘ '"，ヘハ，.. ..... ..， ..... 、~..・ a ・ '"' ... . . ，.. .....~・t

hAヘ
J仁胤 j主ぷ為活 (
tØ\~零; 醤"-u'"'1.4沼弘之〉 司I ，~\ I~- よ n.... ，

i翠紅ZijE?J語 a・.~ ~ 
( も画会i?:jiza・.!j?
?司区長.~・圃.s
七週r"'4:i遁a・・・・・・圃.(
-.... ・凶・・E賢週膨羽・圃圃 >. -、

〉上運の日 本く
競動県、 十 什λ

ミ 技公立諌 ~
場圏総早月 ゴョ
〈で 陸合市 IJJ ? 

1十 本ツか の 3
3 チ 県市大れ
l 大の 会 た

く ム会代の 、 村!
がに表ゲ第 I '" 

t参 はが l 七 I目十〉
加県優ト田 町ミ芸云
〉、下勝 ボ県 4型~-'-'" ~ 
本各し|老 τ::; 
、市地ま Jレ人 人チlま(
かかし部ス ~ N 三

t ららた門ポ ツ ! 
jは二。で I 1愛 i
〉大督区 ニ ト脱 z

会 )の 優チ 升手作持
i優で混勝 i γ-
勝 、成しム l 
くを市 チたが -
f 報 役!の 出 Jレ
J告所ムは 場 守 、
しを ( 竹し て、
〉ま 訪井松ま 令 t 
しれ上・し一 三
、 た晴武大た { 
。れ治村

〈 の監地 P 

※
み
ん
な
の
貯
蓄
で
明
る
い
社
会

歳
末
特
別
貯
蓄
運
動

本
経
寺
大
村
家
墓
碑
群
、
今
富

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
、
五
教
館
御

成
門
、
大
村
義
お
船
蔵
跡
と
市

指
定
の
も
の
が
十
四
カ
所
あ
り

ま
す
。

O
天
然
記
念
物
で
は

国
指
定
の
大
村
神

町

社
の
オ
オ
ム
ラ
ザ

一

ク
ラ
、
県
指
定
の

一

大
村
神
社
の
ク
シ

一

マ
ザ
ク
ラ
、

玖白川

、

崎
樹
叢
外
三
カ
所

と
市
指
定
の
も
の

が
四
カ
所
あ
り
ま

す。
O
乙
れ
ら
に
指
定
外

の
も
の
を
含
め
て

標
識
や
説
明
板
を

建
て
て
い
ま
す
が

い
つ
も
き
れ
い
に

日
月
間
日
1
m
M
月
割
日

す
る
よ
う
み
ん
な
で
清
掃
し
ま

1ν

ょ
・つ。

。
民
俗
芸
能
で
は
県
指
定
の
黒
丸

踊
、
寿
古
踊
、
沖
田
踊
を
は
じ

め
、
浮
立
な
ど
郷
土
に
伝
わ
る

も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
も
受
け
つ
い
で
い
き

寺
4

・し
ょ・っ。

O
ま
た
、
各
家
庭
に
古
文
書
、
古

い
書
画
、
古
い
器
具
類
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
い
た
ま
な
い
よ
う

に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

O
文
化
財
に
つ

い
て
お
気
づ
き
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
遠

慮
な
く
社
会
教
育
課
へ
ど
連
絡

下
さ
い
。
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

バトントワラーズ(向陽高校)

りおおむ市政だより(5) 

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

|第17回|

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

舞

樽 し

子

み

獅

恥
ぬ
お
む
ら
患
の

田踊沖

行道踊民

&ー

女相撲甚句

立浮田鈴仮装カーニバル



(6) りおおむ市政だより昭和53年11月15日

U"III""1川川""""1"111"""1"川"""川""""""""""'"川"""""""""""""""""""""11111111"""""""""""111附IJ

jぉ / I¥j  

jl特設 i
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達
制
調
と
議
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
乙
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
、
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談

が
あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人

な
ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

12月前半の日曜当番医
日1診療科目|病医院名 |所在地|電話

内 科長野病院東三城町2-2107 
ト一一一一一ー・

整形外科貞松整形外科東本町3-4808 

101叫沢出医一時
松尾外科東本

※ 

下
水
道

-

妊

婦

教

室

毎
月
市
役
所
健
康
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
十
二
月
は
場
所

を
変
え
て
行
い
ま
す
。

時
間
午
後
一
時
三
十
分

t
四
時

場
所
中
地
区
公
民
館

日
月日 | 内 廿ロう

(1第2/16回)1 :。荘映は画娠じめ中、生ての母保命健親の創と(乳造な房'る心マ得ッサージの実習)

(1第2/21回3)|| 。。妊安産娠の中たの栄め養にの(補と助り動方作(貧・妊血婦食体の操実の習実)習)

(1第2/32回0)1||。。0産映育後児画の(、保赤ス健ちキンゃんシのッ入フ浴のさせ方の実習〉

I ~璽2/42回7) !1 0。乳家幼庭児の幸の環せ境のたと性め格に (家族計画)

手呈

午前9時~午後6時

室教婦

診療時間

妊街
の
顔
で
す

-
被
爆
者
健
康
診
断

被
爆
者
健
康
診
断
が
行
わ
れ
ま

す。
な
・
ぉ
、
対
象
者
に
は
個
人
あ
て

.通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
保
健
所
ま
た
は

市
福
祉
課
社
会
係
へ

被爆者健康診断日程

当場市役所第1会議室三浦、鈴田、大村
中地区公民館西大村

福祉セジター萱瀬、西大村

14回岡市市 民会 館 3階大村
15 役所第1会議室同村

藁

• 市
職

員

診
療
放
射
線
技
師

理
学
療
法
士

受
験
資
格

〔
診
療
放
射
線
技
師
〕
同
免
許
取

得
後
三
カ
年
以
上
の
経
験
を
有

す
る
人
で
、
昭
和
二
十
三
年
四

万
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

職
種

IL' 

で

す

ハ
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

〔
理
学
療
法
士
〕
同
免
許
取
得
後

三
カ
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る

人
で
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

採
用
条
件
市
内
居
住
ま
た
は
採

用
後
居
住
で
き
る
人

申
込
期
間
十
一
月
二
十
日

t
十

一
月
三
十
日

試
験
期
日
十
二
月
十
日

※
詳
し
い
こ
と
は
市
人
事
課
へ

13:00-14:30 

-
保
育
所
入
所
児
童

昭
和
五
十
四
年
度
の
保
育
所
入

所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
所
名
〔
公
立
保
育
所
〕
池

田
、
中
央
、
三
城
、
竹
松
、
本

町
〔
私
立
保
育
園
〕
萱
瀬
、
植

松
、
妙
宣
寺
、
久
原
、
三
浦
、

松
原
、
わ
か
ば
、
常
盤
、
実
天

宮
、
諏
訪
、
か
た
ま
ち
、
新
城

桜
馬
場
、
ふ
る
ま
ち
、
鈴
田

〔
新
設
保
育
園
〕
ひ
ま
わ
り

10:00-11 :30 受付

入
所
で
き
る
基
準
保
育
に
か
け

る
児
童
(
申
請
書
裏
面
参
照
)

対
象
各
保
育
所
一
歳

i
五
歳
ま

で
(
ふ
る
ま
ち
保
育
園
は
三
歳

未
満
児
の
み
)

受
付
期
間

一
月
十
日
十
二
月
一
日

t
来
年

申
込
先

福
祉
事
務
所
福
祉
課

(
申
請
書
は
福
祉
事
務
所
福
祉

課
と
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
が

必
ず
保
護
者
が
直
接
持
参
し
て

下
さ
い
)

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
福
祉
課

へ
-
市
立
幼
稚
園
園
児

昭
和
五
十
四
年
度
の
市
立
幼
稚

園
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

入
国
資
格
昭
和
四
十
八
年
四
月

二
日

t
昭
和
四
十
九
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
幼
児

受
付
期
間
十
一
月
二
十
日

t
三

十
日

申
込
先
各
幼
稚
園
(
申
込
用
紙

は
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
)

※
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
ま
た
は
市

教
育
委
員
会
庶
務
課
へ

-
防
衛
庁
共
済
組
合

大
村
支
部
職
員

資

格

十

八

歳

t
二
十
二
歳
未
満

の
独
身
女
性

採
用
人
員
一
人

勤
務
内
容
・
共
済
組
合
大
村
支
部

出
納
係

勤
務
時
間
午
前
八
時

I
午
後
五

時
(
時
間
外
に
勤
務
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
)

待
遇
身
分
は
防
衛
庁
共
済
組
合

職
員
で
、
高
校
卒
の
初
任
給
は

七
四
、
四

O
O円
、
ほ
か
に
通

勤
手
当
な
ど
が
国
家
公
務
員
に

準
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す

願
書
締
切
十
一
月
二
十
五
日

履
歴
書
(
写
真
添
付
)
一
通

申
込
先
大
村
駐
と
ん
地
業
務
隊

厚
生
科
共
済
班
(
曾
②
|
一
二

三
一
内
線
一
二
・
二
二
)

圃
県
央
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
吏
員

募
集
締
切
十
一
月
二
十
一
日

一
次
試
験
十
一
月
二
十
八
日

受
験
資
格
高
卒
者
H

昭
和
三
十

四
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
六
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
O
短
大
及
び
大
卒
者
U

昭
和
三
十

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

男
子

※
申
込
用
紙
や
詳
し
い
こ
と
は
県

央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消

防
本
部
(
曾
諌
早
②

l
O
一一

九
)
ま
た
は
大
村
消
防
署
(
雷

②
|
四
一
三
八
)
へ

-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選

手

募
集
締
切
十
二
月
三
日

推
選
試
験
十
二
月
七
日

※
詳
し
く
は
社
団
法
人
・
長
崎
県

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
へ

玖
島
郷
一
五

電
②
六
一
九
四



※
み
ん
な
の
貯
蓄
で
明
る
い
社
会

歳
末
特
別
貯
蓄
運
動

日
月
間
日
1
抱
月
割
日

指
導
)

日
時

全
会
期

場
所
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ

l

…

厚

生

・

国

民

年

金

相

談

交

通

事

故

相

談

一

一

(

毎

月

第

四

水

曜
日

)

(

毎
月
第
四
火
曜
日
)
一

日
時
十
一
月
二
十
二
日

日
時
十
一
月
二
十
八
日

一

午

前

十

時

t
午
後

三

時

午

前

十

時

1
午
後
三
時
一

無

料

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一
も
し
あ
な
た
の
身
の
回
り
に
み
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人
は
、
遠
一

-
理
由
な
く
無
理
を
強
い
ら
れ
た

慮
な
く
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ

-

…

り

、

人

格

を

無

視

さ

れ

た

り

し

い

。

.

一
て
悩
ん

で

お

ら

れ

る

人

は

あ

り

日

時

十

二

月

七

日

一

…

ま

せ

ん

か

。

午

前

十

時

t
午
後
三
時
日

一
農
地
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸
場
所
市
福
祉
セ
ジ
タ
l

一

…
借
、
戸
籍
、
登
記
、
相
続
、
扶
主
催

一
養
、

家
庭
内
の
い
ざ
乙
ざ
、
そ
大
村
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
一

↑
の
外

一
般
の
法
律
問
題
で
苦
し
長
崎
地
方
法
務
局
大
村
支
局
↑

昭和53年11月15日
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時日 次の 例恒 d 

月 名o

束IJO
込申会費場所 交o

市書程書広報課 玖開島 十二 八百円 市民会館 梅F一・O 
二五月 会o
五日
ま
で
Iζ 

J¥ 

(旦三j

も

よ

お

し

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
こ
相
談
下
さ
い

ト

-
長
崎
県
ふ
る
さ
と

農
業
ま
つ
り

消
費
者
と
生
産
者
と
の
交
歓
会

(農
場
見
学
、
意
見
交
換
)

日
時

全
会
期

場
所
現
地
、
中
央
公
民
館

一
日
農
村
体
験
(
農
作
業
体
験
な

ど
)
日
時
全
会
期

場

所

現

地

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
農
村
青
年

の
地
区
別
対
抗
)

日
時
十
一
月
二
十
六
日

場

所

市

営
球
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
(
農
協
婦
人

部
の
地
区
別
対
抗
)

日

時

十

一
月
二
十
六
日

場
所
大
村
高
校
体
育
館

農
業
近
代
化
促
進
展
示
即
売
会

(
農
機
具
、

施
設
、
生
活
資
材

の
展
示
即
売
)

日
時

全
会
期

場
所
ト
ラ
ベ
ル
コ

ン
ビ
ナ

i

十
一
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日

二
十
七
日
の
三
日
聞
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
す。

農
業
振
興
大
会
(
式
典
、
講
演
会
)

日
時
十
一
月
二
十
五
日

場
所
市
民
体
育
館

郷
土
芸
能
大
会
(
農
協
婦
人
部
に

よ
る
郷
土
芸
能
被
露
)

日
時
十
一
月
二
十
六
日
、

二

十
七
日

場

所

市

民
体
育
館

農
業
と
食
糧
を
考
え
る
展
示
会

(パ

、不
ル
、
生
産
品
な
ど
の
展

一不〉

日
時

全
会
期

場

所

市

民
体
育
館

ト

料
理
実
演
講
習
会
(
米
、

県
特
産

食
糧
農
産
物
の
料
理
な
ど
)

日

時

全

会
期

場
所
中
央
公
民
館

営
農
と
生
活
の
相
談
室
(
営
農
相

談
、
家
庭
菜
園
、
盆
栽
な
ど
の

特
産
物
展
示
即
売
会
(
農
林
畜
産

物
、
加
工
品
な
ど
の
展
示
即
売
)

日

時

全

会
期

場
所
ト
ラ
ベ
ル
コ
ジ
ビ
ナ
l

り

-…

眠
睡
眠

一
…

幕

末

期

衣

裳

展

…

…

一

一
園
田
E
・

圃

悶

寸

市

立

史

料

館

一

プ

闘

争
一週圃
羽
田国軍
事
圃園
間

一

一
S
E
E
-臨
圃
F
一一

大
村
家
で
着
用
さ
れ
た
衣
裳
、
期
間
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
一

一
一

幽

圃

闘

園

田

置

した

御
砲
、
大
紋
、
表
着
打
掛
や
藩
主

場

所

市

立

史

料

館

展
示

室

一

一

回

国

国

闘

…
が
使
用
さ
れ
た
家
紋
入
什
器

な

ど

入

館

料

無

料

一

・
・
圃
圃
圃
額

九
五

十

点

を

展

示

し

て

い

ま

す

。

-

即
邑
圃

E
E圃
E
F

…

(
写
真
は
展
示
中
の
大
紋
)
-

f

圃・・・・胆
j

一

多
数
ご
参
観

下

さ

い

。

一

おおむ

十
一
月
二
十
二
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場

所

市

民

会
館

出
演
北
村
和
夫
、
太
地
喜
和
子

三
津
田
健
、
高
原
駿
雄
ほ
か

入

場

料

会

員

二

千

六
百
円

会
員
外
三
千
円

福
田
美
恵
子
さ
ん

富
④

l
三
O
O八

日
時

会
、
生
活
展
、
小
学
校
児
童
作

品
展
、
実
物
鑑
定
競
技
、
農
業

共
済
相
談

ト

市政だより

-
農
林
水
産
ま
つ
り

十
一
月
二
十
五
日
、
二
十

六
日

場

所

大

村

市
農
協
会
館
周
辺

内
容
農
林
水
産
物
の
品
評
会
並

び
に
展
示
即
売
会
、

畜
産
共
進

-
市
民
劇
場

第
日
図
鑑
賞
会

日
時

文
学
座「東
海
道
お
ら
ん
だ
怪
談
」

連
絡
先

(7) 
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/ 

-
勤
労
青
少
年

卓

球

大

会

市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
三
十
歳
未
満
の
勤
労
青
少
年
を

対
象
に
卓
球
大
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
十
二
月
三
日
〈
日
)

午
前
九
時
か
ら

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

種
目
男
女
別
の
個
人
・
団
体
戦

※
団
体
戦
は
ホ

I
ム
を
利
用
し
て

い
る
講
座
生
ま
た
は
ク
ラ
ブ
な

ら
び
に
各
事
業
所
か
ら
一
チ
ー

ム
三
人
一
組
に
よ
る
対
抗
試
合

出
場
制
限
山
前
二
回
の
大
会
の

個
人
の
部
で
優
勝
し
た
人

凶
団
体
の
部
で
優
勝
し
た
チ

i
ム

で
同

一
メ
ジ

パ
l
で
の
編
成

削
主
催
者
側
で
そ
れ
相
当
と
認
め

ら
れ
た
人

申
込
期
限
十
一
月
二
十
五
日

申
込
先
市
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

電
③
|
一
三
五
三

※
申
込
用
紙
は
勤
労
青
少
年
ホ
i

ム
に
あ
り
ま
す
。

-
第

2
回

市
民
駅
伝
大
会

日
時
来
年
二
月
十
一

日

コ
l
ス

入

国
者
収
容
所
周
辺

一
般
五
区
間

中
学
生
三
キ
ロ

マ
ラ
ソ

ツ

小
学
生

二
キ
ロ

マ
ラ
ソ
ン

申
込
期
間
来
年
一

月
二
十
五
日

ー
一
月
三
十
一
日

申

込

先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

主

催

大

村
市
陸
上
競
技
協
会

-
柔
道
昇
段
審
査
会

十
一
月
二
十
五
日

午
後
一

時
か
ら

場

所

市

武
道
館

審
査
対
象

初
段

t
三
段

学
科
、
実
技
、
投
げ

日
時

審
査
内
容

の
形

初

段

千

五
百
円

一
一
・
三
段

二
千
円

主
催
大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

※
筆
記
用
具
を
持

っ
て
く
る
こ
と

受
付
は
当
日
会
場
で
行
い
ま
す

審
査
料

田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成

績

十
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の

両
日
、
市
民
体
育
館
な
ど
で
市
教

育
委
員
会
、
大
村
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
、
大
村
市
バ
レ
!
ボ
|

ル
協
会
の
共
催
で
、
男
子
十
八
チ

ー
ム
、
女
子
二
十
九
チ
l
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
〕
①
本
町
②
上
久
原
③
古

町、

草
場
矢
上

〔
女
子
〕

①
古
町
②
下
諏
訪
③
本

町、

琴
湖

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

問

と

菓

子

二

十

袋
、
草
花
種
子
七
一

袋
ほ

か

マ

喜
々
津
サ
ダ
子

(
久
一

清
和
国
へ

原
郷
)
中
古
衣
料
品

百

七

点

-

一

(
告
白
ほ
レ
J

敬
称
略

一
一
般
寄
付

)
敬
称
略

マ
徳
富
三
男

(
八
幡
町
)
中
古
理

マ
た
は
乙
販
売
協
同
組
合
婦
人
部

一

F

i

i

hL

P

1

!

?

i

E

h

(
六
山
サ

ツ
エ
部
長
)
慰
問
と
菓

一

容
椅
子
一
台
マ
九
州
電

力

大

村

'

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

社

会

福

祉

事

業

費

へ

子
百
三
十
五
袋
、
石
鹸
五
十
個
、
一

営
業
所

映
写
慰
問
と
苗
木
二
百

マ
辻
崎
涼
二
(
下
久
原
)
一
万
円

タ
オ
レ

百
本

マ
大
村
カ
ラ
オ
ケ
一

-
マ
一
瀬
芳
之

(
松
山
町
・
亡
二
男

四
十
本
、

草
花
球
根
百
五
十
個
、

J

会
(
水
谷
正
之
会
長
ほ
か
二
十
人
)
一

U

隆

〉

五

万

円

マ

伊

東

利

郎

(

諏

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

菊
鉢
植
三
十
鉢

マ

船

本
行
徳

一
訪
二
丁
目
・
亡
妻
千
鶴
子
)
三
万
マ
井
慧
子
(
森
園
町
)
子
供
用
衣

(久
原
団
地
)
柿
五
キ
ロ
、

ぶ
ど

歌
謡
-慰
問
マ
九
電
社
宅
子
供
会

一

一
円
マ
入
口
一
枝
(
池
田
新
町
・

類
、
絵
本、

玩
具
数
十
点
を
光
と

う

八
キ

ロ

マ

向
陽
高
校
イ
ン
タ
(
有
本
信
雄
さ
ん
ほ
か
十
三
人
)
一

一
亡
夫
準
介
)
三
万
円

緑
の
園
向
陽
寮
へ

l
ア
l
ト
ク
ラ
ブ
(
十
二
人
)
慰

歌

劇
慰
問
と
バ
ナ
ナ
七
・
五
キ

ロ
一

ス
イ
ッ
チ
は
手
ま
め
に

点

滅

し

ま

し

ょ

う

ち
ょ
っ
と
部
屋
を
出
る
と
き
家
族
み
ん
な
で
気
を
つ
け
て
い

v

で
も
、
手
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
不
要
な
あ
か
り
は
消
す
よ
う
に
山

~

切

り

ま

し

ょ

う

。

し

ま

し

ょ

う

。

そ
れ
が
、

電
気
を
大
切
に
使

シ

ノ

d
d
u士
ミ

ケ

ケ
つ
コ
ツ
で
す
。

~/
f/ん
二
島

IfIψ

う
っ
か
り
消
し
忘
れ
が
ち
な

汐

災

防

待

議

院

崎

医

@

~

一
の
は
、
子
供
部
屋
、
浴
室
、

洗

参

議

多

額

努

…
面
所
、
納
戸
、
炊
事
場
、
ト
ィ

--JトV鴇
ω

レ
な
ど
出
入
り
の
多
い
と
乙
ろ

a

・rv八¥
え
一嶋崎、

一

で

す

。

-

(

一

号

そ

の

園
造
林
申
請
受
付

本
年
も
植
林
の
時
期
が
近
ま
り

ま
し
た
。

大
村
市
森
林
組
合
で
は
、
造
林

申
請
の
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

〔
注
意
〕

O
造
林
地
の
地
名
、

地
番
、
樹
種

本
数
が
必
要
で
す
。

O
認
印
を
ど
持
参
下
さ
い
。

O
予
納
金
を
苗
木
一
本
当
り
二
十

円
申
し
受
け
ま
す
。

O
本
年
は
商
木
が
大
変
不
足
し
て

い
ま
す
の
で
皐
自
に
お
申
込
み

下
さ
い
。

程

月日 l場 所 |時 間

戸
松原出彊所 9:00......10:30 

福重出 張 所 11: 00......12: 00 

萱瀬出 張所 14:00......16:00 

1メ鈴 田出 張 所 9: On......10: 30 三 浦 出 張 所 11:00......12:00 

森林組合事務所 13:00.......17:00 

日請申林造
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